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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
だから、「虐待に違いない」と決定的に言えなくても、「もしかして…」と気づいた時から動けるようになったこの法律を
これらの人たちは本当に喜んだ。そういう大切な法律なんです。

この法律では、
　「虐待は人権を著しく傷つけることだから、ダメなんです!」と言っています。
　でも、起こってしまうことでもあるから、大きな事が起こる前に、気づいた時に手を差しのべて、出来るだけ早いうちに、適切な支援に変えられるよう、行政が責任を持ってやっていこう。と書いています。
　
　虐待の防止を積極的にしていこう。と書いています。　

　多くの虐待は、介護疲れや、支援をしている人自身が困りごとを抱えているために起こっていることが多い。だから、しっかり、養護者を支援して、虐待にならない環境の回復をはかろう。

　そんな目的の法律です。

　この法律は、虐待をした人を罰しようとしているものではありません。

　虐待を防いで、虐待が起こりそうだと気付いたら、早い段階から介入して、命や生活に大きなダメージが与えられないようにしよう。もし、命や生活に大きなダメージがありそうなら、すぐにその状態から助けられるようにしよう。障害のある人の尊厳を守ろう! という法律です。

　もし、刑事的に罰したり、行政指導しなければならないことが生じた場合は、そのための法律で別に行います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
虐待は
　≪保護する　－　保護される≫という、力関係の中で起こります。

　みなさんは、もちろんそんな気はないけれど、
　対等に接しようとしているけれど、

　客観的には、こんな関係の中にいるという事を知っていてください。
　だから余計に、「対等な関係」を意識化しなければいけないんだ、
　ということを知っていてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
上記3つが法律に規定されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「虐待」が起こっている状況について判断します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
通報は国民の義務です。
「もしかして・・・」と気づいた人が早く通報・相談することで、
大変な事態になる前に、対応することができるからです。




　本当に虐待なのかどうかは、行政が確認して判断します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
読む程度
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草津市の障害者虐待件数とその傾向について



虐待通報

　通報件数は年々増加している。特に養護者と施設従事者による虐待通報の割合が、約５０％という結果になっている。近年は、施設従事者による虐待通報が多い傾向にある。





草津市の傾向



虐待通報については、支援者からの通報が圧倒的に多い。支援者の虐待に関する認識が高い傾向にあると思われる。今後も虐待に関すう認識を一層高めてもらえるような啓発等を行い、支援者以外からも通報しやすい環境を整えていきたいと考えている。



虐待認定は、虐待通報が増加していることに比例して増加傾向にある。また、近年の傾向としては、施設従事者による虐待認定が増加している。

【虐待種別R1～R4 】

（身体的）　　５件

（心理的）　　２件

（性的）　　　１件

（経済的）　　１件

（放置・放任）１件



【虐待の主な要因】

（養護者）

・養護者の障害理解が乏しい。

・養護者が支援をしているが、不適切な支援方法であった。

・支援について、支援者からの助言等があっても聞き入れられなく不適切な支援状況が継続した。



（施設従事者）

・事業所内で不適切な支援と感じていても具体的な対応が図れていない。

・虐待に該当する支援を、職員が虐待の自覚がなく行っている。

・事業所内で虐待防止や支援方法を含む人材育成に関する研修が不十分だった。

・職員の管理体制を含む事業所の組織体制が不十分であった。



虐待認定

〇虐待通報については増加傾向にあり、特に支援者からの通報が多い。令和３年度の法改正により虐待防止の更なる推進に基づき、支援者の虐待に対する認識が高くなっていることも一つの要因ではないかと考えている。引き続き、障害児者支援に関するすべての方が、虐待における認識をより深めていただき、早期発見・早期通報に努めていただきたい。

〇近年は、施設従事者による虐待通報および認定件数が増えてきている。各事業所においては、虐待が起きにくい仕組みづくりを検討いただき、利用者に対するきめ細やかなアセスメントにより、支援の質の向上に努めていただきたい。

虐待通報者





虐待通報件数



養護者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	3	6	4	3	施設従事者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	2	3	6	6	使用者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	0	0	2	0	







虐待認定件数



養護者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	1	2	1	0	施設従事者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	0	1	3	2	使用者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	0	0	0	0	







虐待通報者



Ｒ１	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	0	0	1	2	1	1	Ｒ２	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	1	1	4	0	0	3	Ｒ３	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	3	1	7	0	0	1	Ｒ４（上期）	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	2	0	5	0	0	2	







１．虐待通報の流れ

「障害者虐待」を受けたと思われる障害者を発見した者に速やかな通報を義務付け

























※具体的な虐待の対応については、「草津市障害者虐待対応マニュアル」を参照してください。

※虐待通報は、被虐待者の援護主体となる市町村が通報先となります。



２．障害者虐待防止の更なる推進

　令和３年度の障害者総合支援法および児童福祉法の改正ポイント

（１）従業者への研修実施（義務化）

（２）虐待防止委員会の設置、および委員会での検討結果を従業者に周知徹底（義務化）

（３）虐待防止等のための責任者の設置（義務化）

※運営規程への記載が必要

（４）身体拘束等の適正化の推進

❶身体拘束を行う場合、緊急やむを得ない理由やその他必要な事項等を記録すること

❷身体拘束等適正化対策検討委員会を定期的に開催、およびその結果を従業者への周知徹底を図る

❸身体的拘束等の適正化のための指針整備

❹従業者に対し、身体拘束等の適正化のための定期的な研修を実施

障害者虐待防止施策の概要（ポイント）

		養護者による障害者虐待		障害者福祉施設従事者等による障害者虐待		使用者による障害者虐待

		[市町村の責務]相談等、居室確保、連携確保		[設置者等の責務]　当該施設等における障害者に対する虐待防止等のための措置を実施		[事業主の責務]　当該事業所における障害者に対する虐待防止等のための措置を実施

		[スキーム]
		[スキーム]
		[スキーム] 
 　　     　











市町村

都道府県



虐待発見









虐待発見

虐待発見

市町村

通報

①事実確認（立入調査等）

②措置(一時保護、後見審判請求)



①監督権限等の適切な行使

②措置等の公表

①監督権限等の適切な行使

②措置等の公表

通報

通報

通知

報告

報告

労働局

都道府県

市町村
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○　次に、障害者虐待防止施策を行う上での関係者の役割分担等について簡単にまとめた。ご覧いただくと分かるように、市町村と都道府県の役割が最も重要であることは児童虐待・高齢者虐待と同じであるが、障害者虐待については、「使用者による虐待」が入っているため、都道府県労働局の役割も大きくなる。

○　なお、いずれにせよ、繰り返しになるが、障害者虐待防止法の施行によって「通報」が義務化されたことがすべての出発点である。これまでも、特に施設における虐待に関しては、いざ事例が明るみに出たら障害者自立支援法に基づき指導監督等を行うことが可能であったが、そこまで至らない事例があることが問題であった。また、あまり一生懸命でない自治体担当者等からしたら、なかなか事例が明らかにならないことに安住していたこともあったかもしれない。それが今回の法律により、国民に「通報義務」が課された。この意味をもう一度よく考えていただければと思っている。

○　次に、障害者虐待防止法では、学校、保育所等、医療機関において虐待行われた場合の通報義務までは定めていない。これは、それぞれの施設等に関する立法に基づき個別ケースへの対応もできるということで今回の立法では対象とされなかったと聞いているが、いずれにせよ、これらのところについても、虐待事例の「防止等のための措置の実施」を管理者に義務づけているところである。

○　なお、「通報義務が無いこと」は個別対応を行わないということではなく、各事業者を所管する部局が適切な対応、権限の行使を行うということである。国からも、各自治体に対しては、義務が無くてもそれらの場所での事例に関する通報があった場合には、速やかにそれぞれを所管する部局につないでもらうよう要請しているところである。

○　その他、成年後見制度の利用支援の推進。虐待ケースの対応に当たって、特に経済的虐待の場合には成年後見制度の適切な運用がクローズアップされることになる。

○　最後に、３年後の見直し。これについてはどのような形で見直しを行うのかについてはまだ何も決まっていないが、いずれにせよ、まずは、後にご説明するとおり、実態把握を進めることが重要と考えているところ。





１．養護者による虐待

（１）家族の障害理解が希薄している。

（２）日常支援に拒否的である。

（３）養護者（家族）自身にも他に課題がある。

（４）利用者との今後の関係性を考慮して、虐待通報を躊躇してしまう。



２．施設従事者による虐待

　業務実施における組織的な体制等に課題を感じる。

（１）虐待防止に関する認識や意識が低い。事業所内に虐待防止マニュアル等があったとしても活用できていない、または他の支援者等に周知ができていない。

（２）事業所内での職員間において、コミュニケーションが図りにくい。

（３）管理者やサビ管が、管理職としての業務ができていない。

（４）職員がストレスをため込んで冷静な対応ができない。

（５）支援の質が低い、または支援方法が分からない



虐待調査から見える課題





（１）虐待に繋がる前に早期発見・早期通報



（２）支援は個人で抱え込まない

　養護者も含め、障害者支援にあたる者は、誰もが虐待者になる可能性があると思っておく



（３）事業所として虐待が起きにくい仕組みづくり

　職員のストレスケア、支援の統一、課題や情報共有、第三者の目を入れる



（４）障害者に対するアセスメントにより、支援の質の向上に努める



（５）障害者福祉施設等における障害者虐待の防止と対応の手引きの活用



虐待防止センター（障害福祉課）からのお願い
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						・職員が利用者と二人きりになるタイミングを作り、送迎時や活動時に陰部の写真を撮影していたことで警察に逮捕されたため、性的虐待として認定した。 ショクイン リヨウシャ フタリ ツク ソウゲイ ジ カツドウ ジ インブ シャシン サツエイ ケイサツ タイホ セイテキギャクタイ ニンテイ
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						・職員が利用者と二人きりになるタイミングを作り、送迎時や活動時に陰部の写真を撮影していたことで警察に逮捕されたため、性的虐待として認定した。 ショクイン リヨウシャ フタリ ツク ソウゲイ ジ カツドウ ジ インブ シャシン サツエイ ケイサツ タイホ セイテキギャクタイ ニンテイ





虐待通報件数





養護者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	3	6	4	3	施設従事者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	2	3	6	6	使用者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	0	0	2	0	











虐待認定件数





養護者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	1	2	1	0	施設従事者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	0	1	3	2	使用者	Ｒ１	Ｒ２	Ｒ３	Ｒ４（上期）	0	0	0	0	











虐待通報者





Ｒ１	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	0	0	1	2	1	1	Ｒ２	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	1	1	4	0	0	3	Ｒ３	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	3	1	7	0	0	1	Ｒ４（上期）	本人	家族・親族	支援者	行政間	病院	市民・警察	2	0	5	0	0	2	
















image1.emf

通報件数 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３


Ｒ４


（上期）


合計


養護者 3 6 4 3 16


施設従事者 2 3 6 6 17


使用者 0 0 2 0 2


合計 5 9 12 9 35
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虐待通報者 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３


Ｒ４


（上期）


合計


本人 0 1 3 2 6


家族・親族 0 1 1 0 2


支援者 1 4 7 5 17


行政間 2 0 0 0 2


病院 1 0 0 0 1


市民・警察 1 3 1 2 7


合計 5 9 12 9 35
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認定件数 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３


Ｒ４


（上期）


合計


養護者 1 2 1 0 4


施設従事者 0 1 3 2 6


使用者 0 0 0 0 0


合計 1 3 4 2 10
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
①外部の人目に触れにくいから風通しが悪いところで起こりやすい
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②その家での、その事業所での、その会社での　あたり前は、
　　社会通念上、全然当たり前ではない。


　　どうして、当たり前になるのか…

③最初は「こんなやり方おかしいんじゃない?」と疑問だったはずなのに、
　「ここのやりかただから、仕方ない」と毎日過ごしているうちに、
　「当たり前」になってしまう。「普通」になってしまう。

　この構造は理解できますか?


　ということは、虐待を防止しようとすれば、その反対をすればいい。
 
         ⇔　風通しが良いと起こりにくい
         ⇔   連続性・慣れ　を断ち切る　→　振り返りの日常化
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
嫌と言えない
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

この図は、不適切なケアが虐待につながることを示すものです。
つまり、ある日突然「虐待」は生じるものではないという事です。
反対にいうなら、常に右側にベクトルが向いていれば、虐待は生じないということでもあります。


虐待になるかどうかに迷うことではなく、「どうだろう」と思ったり気づいたりすること=
「左にベクトルが向いてるんじゃないか」と気づくことが大切で、それを放置しないことが大切

どこから…という線引きは支援者側の理屈

　「されたら嫌なこと」は「嫌」なのです。
　「嫌なこと我慢大会」ではありませんから…

　よく「これは虐待にあたりますか?」
   ときかれます。
　 なぜそんな質問をするのでしょう?
  　「不適切」だと感じているからではないですか?
    この質問は、「どのくらいなら、我慢してくれますか?」と聞いているのと同じ
　 ではないでしょうか。
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